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変動社会の学校教育

本書は、今日の学校教育のもつ可能性と課題を多
角的にとりあげ、問題の所在や論点、適切な対応
と展望について考察するものです。最新の知見と
過去の知的蓄積をふまえ、日本学校教育学会の総
力をあげて編集いたしました。
学校教育にかかわる教育制度改革、カリキュラム
の再構築、教師教育の高度化、民主的学校づく
り、国際的動向など、多方面のテーマをとりあ
げ、理論的実践的に深めるとともに、今後の展望
をふくむメッセージをおとどけします。教育研究
者・現場教師・教職学生のみならず、市民のみな
さまにも手にとっていただき、学校教育の今と未
来を考える一助にしていただけると幸いです。
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